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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年2月期第1四半期の連結業績（平成23年3月1日～平成23年5月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年 2月期第1四半期 582 △24.8 △6 － △20 － △48 － 
23年 2月期第1四半期 774 － △92 － △105 － △64 － 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年 2月期第1四半期 △11.56 － 
23年 2月期第1四半期 △14.20 － 

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年 2月期第1四半期 6,511 1,699 26.1 403.83
23年 2月期 5,519 1,753 31.8 416.81

(参考)自己資本 24年2月期第1四半期         1,699百万円 23年2月期          1,753百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第 １ 四 半 期 末 第 ２ 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期  末 合  計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 
23年 2月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
24年 2月期 －     

24年 2月期(予想)  － － － － 

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：有・無 

平成24年2月期の配当予想額は、未定であります。予想が可能となりました段階で、改めて公表いたします。 
 
３．平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円   銭

第２四半期(累計) 1,930 △4.9 320 736.9 300 1692.3 200 307.9 47.5
通  期 3,800 △8.3 550 253.6 500 332.6 300 207.0 71.2

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有・無 

 



４．その他  （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：有・無 

 新規 －社 (社名)  、除外 －社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無 

② ①以外の変更 ：有・無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・

手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年2月期1Ｑ 4,646,400株 23年2月期 4,646,400株

② 期末自己株式数 24年2月期1Ｑ 438,342株 23年2月期 438,342株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年2月期1Ｑ 4,208,508株 23年2月期1Ｑ 4,531,058株

 
 
 
 
（注意事項） 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の
開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業
績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資
料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災による未曾有の被害と福島第一

原子力発電所の事故により、大きな混乱に見舞われ先行き不透明な状況になりました。 

 当社も直接的な大きな被害を受けましたが、一日でも早くお客様に美味しい笹かまぼこをお届けしたいという強

い気持ちで復旧に取組み、３月28日には一部製品の生産を再開し、いち早く近隣避難所へお届けするとともに、営

業を再開いたしました。 

 ４月中旬以降、被災された方々のお見舞いに対する御礼・お返しの需要などもあり、売上高は順調に推移してお

ります。 

 また、鐘崎復興プロジェクトを立ち上げる中、より経営スピードを上げるために組織のスリム化を図り、コスト

構造の見直しをいたしました。  

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は582百万円(前年同期比24.8％減)、営業損失は6百万円(前年

同期は92百万円の損失)、経常損失は20百万円(前年同期は105百万円の損失)となりました。 

 また、東日本大震災に係る災害損失202百万円を特別損失として計上した結果、四半期純損失は48百万円(前年同

期は64百万円の損失)となりました。 

   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 (資産) 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ110.4％増加し、 百万円となりました。これは主として、現金及

び預金が 百万円増加したこと等によります。 

 なお、固定資産及び繰延資産は前連結会計年度末に比べ大きな増減はありません。  

  

 (負債) 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ33.8％増加し、 百万円となりました。これは主として、短期借入

金が 百万円増加したこと等によります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ18.3％増加し、 百万円となりました。これは主として、長期借入

金が 百万円増加した事等によります。 

  

 (純資産) 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ3.1％減少し、 百万円となりました。これは主として利益剰余金

が 百万円減少したこと等によります。 

  

キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 百万円増加

し、 百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費 百万円、仕入債務の増加額 百万円などがあったもの

の、税金等調整前四半期純損失 百万円や売上債権の増加額 百万円などがあったため、 百万円の減少(前

年同期比 百万円の減少)となりました。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、敷金・保証金の払戻による収入が 百万円などがあったものの、定期

預金の増加12百万円や有形固定資産の取得による支出額が 百万円などがあったため、 百万円の減少(前年同

期比 百万円の増加)となりました。 

  

(財務活動によるキャッシ・フロー) 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出 百万円、社債償還に伴う支出 百万

円があったものの、短期借入金による収入が 百万円、長期借入金による収入が 百万円があったため、

百万円の増加(前年同期比 百万円の増加)となりました。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年3月11日に発生した東日本大震災により当社も直接的な大きな被害を受け、連結業績予想を未定として

おりましたが、未公表でありました連結業績を以下の通り予想しております。 

売上高に関しましては、平成23年３月、４月の営業休止期間中の売上高の減少及び、お見舞いに対する御礼・

お返しの需要等を勘案した結果、平成24年2月期の通期で、3,800百万円の売上高を予想しております。 

なお、平成23年5月31日時点で休業店舗は40店舗中5店舗となっております。 

利益面に関しましては、原料価格の安定及び商品アイテムの見直しなどによる生産性向上を推進し、売上原価

の低減を図り、また、コスト構造の見直しを実施し、固定費等の削減を図ります。 

その結果、営業利益550百万円、経常利益500百万円、当期純利益300百万円を見込んでおります。 

 また、連結業績の予想は、本日、別途「平成24年2月期連結業績予想並びに特別利益、特別損失の計上に関する

お知らせ」においても開示しております。 

  

 (％表示は通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

  

  

   

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期

純利益 

第２四半期 

連結累計期間 

通期 

百万円

1,930

3,800

％

△4.9

△8.3

百万円

320

550

％

736.9

253.6

 百万円

300

500

％

1692.3

332.6

百万円

200

300

％

307.9

207.0

円 銭

47.5

71.2
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（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１. 簡便な会計処理 

 ①繰延税金資産 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測を利用する方法に

よっております。 

 ②たな卸資産の評価方法 

  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。  

  

２. 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 ①税金費用の計算 

  当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１. 会計処理基準に関する事項の変更 

   (資産除去債務に関する会計基準の適用) 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

なお、当社の資産除去債務は建物等の賃借契約の原状回復義務に関するものであり、賃借契約に関する敷金

が資産に計上されていることから、資産除去債務の負債計上及びこれに対応する除去費用の資産計上に代え

て、当該敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち過年度及び当期の負

担に属する金額を損失及び費用に計上する方法を採用しております。 

 これにより、営業損失、経常損失がそれぞれ 百万円増加し、税金等調整前四半期純損失が 百万円増加して

おります。 

   

   

２．その他の情報

0 5
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,352,675 637,642

受取手形及び売掛金 318,667 190,845

商品及び製品 25,007 49,150

仕掛品 901 225

原材料及び貯蔵品 41,629 42,173

繰延税金資産 43,876 5,568

その他 222,789 28,833

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 2,003,545 952,438

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,601,117 1,617,021

機械装置及び運搬具（純額） 312,568 323,638

工具、器具及び備品（純額） 126,741 135,570

土地 1,805,705 1,805,705

リース資産（純額） 46,058 47,865

有形固定資産合計 3,892,191 3,929,801

無形固定資産   

リース資産 13,410 15,794

その他 8,080 8,445

無形固定資産合計 21,490 24,239

投資その他の資産   

投資有価証券 135,805 145,923

繰延税金資産 182,709 183,124

その他 292,585 300,343

貸倒引当金 △20,163 △20,163

投資その他の資産合計 590,937 609,228

固定資産合計 4,504,619 4,563,269

繰延資産   

社債発行費 3,770 4,282

繰延資産合計 3,770 4,282

資産合計 6,511,936 5,519,990
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 134,934 91,100

短期借入金 2,496,729 1,899,644

1年内償還予定の社債 120,000 120,000

リース債務 10,804 10,804

未払法人税等 6,755 17,702

その他 306,202 158,911

流動負債合計 3,075,425 2,298,163

固定負債   

社債 280,000 340,000

長期借入金 954,862 624,958

リース債務 48,663 51,364

退職給付引当金 272,190 271,889

役員退職慰労引当金 180,765 178,974

その他 670 670

固定負債合計 1,737,151 1,467,856

負債合計 4,812,577 3,766,020

純資産の部   

株主資本   

資本金 617,250 617,250

資本剰余金 594,732 594,732

利益剰余金 620,449 669,127

自己株式 △131,323 △131,323

株主資本合計 1,701,107 1,749,785

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,748 4,183

評価・換算差額等合計 △1,748 4,183

純資産合計 1,699,359 1,753,969

負債純資産合計 6,511,936 5,519,990
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 774,898 582,598

売上原価 393,844 268,644

売上総利益 381,053 313,953

販売費及び一般管理費 473,282 320,161

営業損失（△） △92,228 △6,207

営業外収益   

受取利息 245 139

受取配当金 － 194

その他 1,983 1,111

営業外収益合計 2,229 1,445

営業外費用   

支払利息 13,700 15,012

その他 1,436 1,067

営業外費用合計 15,136 16,080

経常損失（△） △105,135 △20,843

特別利益   

受取保険金 － 197,872

その他 － 2,112

特別利益合計 － 199,985

特別損失   

災害による損失 － 202,487

退職特別加算金 － 50,490

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,546

特別損失合計 － 258,524

税金等調整前四半期純損失（△） △105,135 △79,382

法人税等 △40,816 △30,703

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △48,678

四半期純損失（△） △64,318 △48,678
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △105,135 △79,382

減価償却費 53,484 53,469

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,695 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,436 301

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,317 1,790

受取利息及び受取配当金 △245 △333

支払利息 13,700 15,012

特別退職金 － 50,490

売上債権の増減額（△は増加） △27,504 △127,821

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,767 24,010

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,073 △192,139

仕入債務の増減額（△は減少） 62,610 43,833

その他の流動負債の増減額（△は減少） 5,887 88,933

その他 △18,283 7,444

小計 △3,879 △114,388

利息及び配当金の受取額 245 333

利息の支払額 △13,721 △14,485

法人税等の支払額 △12,048 △11,511

営業活動によるキャッシュ・フロー △29,402 △140,052

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △7,000 △12,000

有形固定資産の取得による支出 △62,193 △10,876

投資有価証券の取得による支出 △300 △298

敷金及び保証金の差入による支出 △30,000 －

敷金及び保証金の回収による収入 854 2,265

その他 511 △293

投資活動によるキャッシュ・フロー △98,127 △21,202

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △84,200 675,100

長期借入れによる収入 200,000 408,000

長期借入金の返済による支出 △162,613 △156,111

社債の償還による支出 △60,000 △60,000

自己株式の取得による支出 △103,544 －

配当金の支払額 △23,088 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,261 △2,701

財務活動によるキャッシュ・フロー △235,706 864,287

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △363,236 703,032

現金及び現金同等物の期首残高 664,321 481,642

現金及び現金同等物の四半期末残高 301,084 1,184,675
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該当事項はありません。  

  

  

当社グループの報告セグメントは、フード事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

(追加情報）  

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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